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IoT とは

クラウドネットワーク
センサー/デバイス

“モノ”

モノやコトをデジタル化する技術



SORACOM は IoT の “面倒” を解決

「つなげる」を
数日で始めるためには？

設備やデバイスを短期間で

クラウドにつなげる方法は？

遠隔制御を安全かつ
グローバルを含めて

行うためには？

デバイス運用を安全で

しかも安価に実現するには？

SORACOM Air
各種デバイス群

SORACOM Beam
SORACOM Funnel

閉域網サービス(SORACOM Canal, Door, Direct)

SORACOM Gate

SORACOM Inventory
SORACOM Junction



Wio 3G SORACOM Edition を発表

セルラー通信モデム搭載マイコンボードのラインナップ拡充

• グローバル向け 3G/GSM モジュール搭載
Quectel UG96 （日本を含むグローバルで利用可）
800/850/900/1900/2100MHz@3G(UMTS)
850/900/1800/1900@GSM

• チップ型 SIM を搭載

• MCUを高性能化/メモリ容量増（STM32F439）

• バッテリーコネクタを変更し、入手性を向上（JST PH型 2mmピッチ）

• グローバル向けユーザコンソール内で販売（98USD）



Wio 3G SORACOM Edition 詳細

注意点：解約（Terminated）すると再度利用頂くことができません。
利用開始待ち（Standby）/利用中断中（Suspended）にすると、
1年間は基本料が発生しないため、上記状態を活用しながら
運用にご留意ください。
※「利用開始待ち（Standby）/利用中断中（Suspended）」の状態で1年を経過すると、1年毎に更新料
（1.8USD）が発生します。また、「利用開始待ち（Standby）/利用中断中（Suspended）」から「使用中
（Active）」への状態変更1回につき、アクティベーション料金（1.8USD）が発生します。

参考） Wio 3G SORACOM Edition Wio LTE JP Version

プロセッサー STM32F439VI, ARM Cortex-M4, 180MHz STM32F405RG, ARM Cortex-M4, 168MHz

フラッシュメモリ 2Mバイト 1Mバイト

内蔵SRAM 256Kバイト 192Kバイト

通信モジュール Quectel UG96 Quectel EC21-J

SIM チップ型SIM（実装済み） Nano SIM スロット

アンテナ 1本 2本



SORACOMの提供するリファレンスデバイス

日本向け LTE 対応マイコンボード
Wio LTE JP Version

販売価格：9,800円/台（税別・送料別）

グローバル向け3G/GSM対応マイコンボード
Wio 3G SORACOM Edition

販売価格：98USD/台（税別・送料別）



SORACOMの提供するリファレンスデバイス

日本向け 3G USB ドングル
Abit AK-020

販売価格：4,980円/台（税別・送料別）

グローバル向け 3G/GSM USB ドングル
Huawei MS2131-i8

販売価格：50USD/台（税別・送料別）



SORACOMの提供するリファレンスデバイス

PCI Express Mini Card 型

- グローバル対応 3G/GSM 通信モジュール
UC20-G Mini PCIe：3,980円/台（税別・送料別）

- 日本向け LTE Cat.1 通信モジュール
EC21-J Mini PCIe：4,280円/台（税別・送料別）

アンテナ同梱の開発ボード（EVB Kit）も提供

販売価格：12,800円（税別・送料別）

表面実装タイプも提供
UC20-G (LCC)：29USD/個（税別・送料別、250個単位）



例えばこんな使い方

通信モジュールに関するノウハウは引き継ぎながら、
ビジネスのスケールに合わせて通信モジュールを選択可能。

＋

・量産時は実装タイプを選択
3G⇔LTEも同一フォームファクタ

・試作/セルラーをオプションで扱う
といった場合は Mini PCIe で

・開発/検証は Mini PCIe＋開発ボードで



なぜ SORACOM が Wio を提供しているか

• セルラー搭載マイコンボードでプロトタイピングを容易に

• 「オープン」な製品を提供することで、IoT の
プロトタイピングから量産への障壁を下げるように

http://wiki.seeedstudio.com/Wio_LTE_Cat.1/



なぜ SORACOM が Wio を提供しているか

• Wio + Grove モジュールの構成はそのまま量産できる
• マイコンボードと必要なセンサーを収める

← 例：ボタン＋GPSモジュール

（ホワイエにて展示＆販売）

• 回路図等を元に、必要な形で生産することができる
（情報がオープンなためカスタマイズコストが低い）



ここで Seeed さんパート

















































試作と量産の違いはどこにあるのか？

• 量産（りょうさん）：製品のコストを下げるために、同じ規
格の商品を大量に作ること。
（三省堂・大辞林 第三版）

• 「プロトタイプ」を作ることはとても大事。
しかし「プロトタイプ」を「量産」するためには、
「大量に作ること」以外に意識するべきことがある。



LED が3つ光るプロダクトをイメージしてください。

部品には「バラツキ」があります。

そのまま「量産」すると明るさがバラバラになります。

どういうこと？



例えばマイコンを追加すると、コストは上がりますが
歩留まりが良くなります。

注：あくまでも概念です © スイッチサイエンス・高須正和

他にも「製品・部品のライフサイクル（提供期間）」や
「動作環境（温度等）」等を意識する必要もあります。

どうするか？



量産出荷後のアフターフォローは？

• 利用シーンを意識しておく。
人が操作する→電源 OFF/ON がある？
無人・遠隔地→自己復旧する仕組みを入れる。
例）3G USB ドングル・USBポートを再起動させる

Watchdog Timer で本体を再起動させる

• 設置環境がオフィスとは違う。
例）電源の瞬断や電圧低下が起こることもある。

• セルラー通信は「手軽」だが「確実」ではない。
「無線」は「線が無い」ことを意識する。



セルラー通信ではこんなことも起こる

• 冬は通信できるのに、夏になると通信できにくい
→樹木に葉が茂るため
（葉には水分が含まれ、水分は電波を通しにくい）

• 毎日、同じ時間帯だけ通信できないことが多い
→フェリーが通るため
（基地局電力量が限界に達し、通信エリアが縮小）



SORACOM ベストプラクティスガイド

安定的にシステムを構築・運用するためのポイントや、
トラブル対処のコツをご紹介

https://soracom.jp/best_practice_guide/



SORACOM InventoryのPublic Beta開始！

• SORACOM Inventoryとは
• 2017年にPrivate Betaが開始された、Lightweight M2Mというプロトコルによる

デバイス管理のためのサービス

• 今回のリリースで
• どなたでも利用可能になりました！

• 料金がより柔軟なモデルに改訂され、ご利用しやすくなりました！

• デバイスから取得(Observeオペレーション)したデータをSORACOM Beam, 
Funnel, Harvestに連携可能になりました！

• みなさん自身のデータスキーマを取り扱うための「カスタムリソース」が利用可能に
なりました！

詳細は「SORACOMで実現するデバイス管理（15:10-15:55）」にて。



ビジネス上の困りごとも SORACOM で

クラウドは得意だが
デバイスはどうすれば？

実現したいことは明確だが
実現する方法は？

お客様の強みを IoT で
収益化したいが…?

物売りからサービスへ
請求や回収の仕組みは？

ソラコムのパートナープログラム

SORACOM Partner 
Space



IoTの基本要素とSORACOM Partner Space

クラウドインターネット

SPSデバイスパートナー

SPSネットワークパートナー

SPSソリューションパートナー

SPSインテグレーションパートナー

センサー/デバイス
“モノ”



SORACOM Partner Space (SPS)

デバイス
パートナー

ソリューション
パートナー

インテグレーション
パートナー

ネットワーク
パートナー

申請パートナー
430社超

認定済パートナー
90社



SPS認定済パートナー (2018/3/13 現在)
デバイス(24社) ソリューション(51社)

インテグレーション
(11社)

ネットワーク
(4社)



次のステップは？

SORACOMやクラウドを使う
• 今すぐ、使い始めることができます！

• SORACOMは請求書払いも対応

• Grove IoT スターターキット / IoT体験キット
• セットが揃うだけでなく、資料や有用な使い方も公開

ムック本で自習
• Kindleでも販売中

イベントへの参加
• セミナーやハンズオンへの参加



「手を動かしてみる」

セミナー（座学）だけでなく
ハンズオンも開催中



SORACOM User Group 本日開催

• 時間 18:00 – 20:00

• 参加費 500円

多数のライトニングトークや特別企画をご紹介！



Try! SORACOM チャレンジキャンペーン

〜記事を書いてノベルティをゲットしよう〜

期間：4月26日~6月30日

対象：企業・個人問わずどなたでも参加可能

内容：SORACOMを使った電子工作や,Deep Diveな記事を書いた方にクールな

ノベルティをプレゼントします



今日から IoT を始めよう！ 体験キット本日販売中

Grove IoT スターターキット for SORACOM

7種類のGroveセンサーとSIMが搭載可能なデバイスで

素早くプロトタイピングが可能

（税抜価格：15,980円）



開発者サイト・ブログのご紹介

https://dev.soracom.io/jp/

https://blog.soracom.jp/

開発者サイト

SORACOM ブログ

最新の技術情報アップデートを
いち早くお届けします

各サービスのGetting Startedを
用意しています



SORACOMの願い

クラウド ⇒ 多くのビジネス、Webサービス

SORACOM ⇒ 多くのIoTビジネス、システム

たくさんの
IoTプレイヤーが生まれますように



世界中のヒトとモノをつなげ
共鳴する社会へ


